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■
被
災
市
町
村
へ
の
職
員
派
遣

　

特
別
区
長
会
は
、
平
成
23
年
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
対
し
て
「
考
え
ら
れ
る

全
て
の
支
援
協
力
を
全
力
で
行
う
」
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
、
ま
た
、
平
成
28
年
熊
本

地
震
の
被
災
地
に
対
し
て
も
「
23
区
を
挙
げ
て
支
援
す
る
」
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て

い
ま
す
。
こ
の
申
し
合
わ
せ
に
基
づ
き
、
特
別
区
は
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
、

支
援
金
の
拠
出
、
職
員
の
派
遣
、
災
害
廃
棄
物
の
受
入
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

特
に
、
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
に
つ
い
て
は
、
発
災
直
後
か
ら
多
く
の
職
員
を
派

遣
し
て
お
り
、
現
在
は
、
復
興
に
向
け
て
年
間
を
通
じ
た
中
長
期
派
遣
を
基
本
と
し

て
、
東
日
本
大
震
災
及
び
熊
本
地
震
の
被
災
市
町
村
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
福
島
県
の
原
子
力
被
災
市
町
村
も
含

め
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
60
名
、
熊
本
地
震
被
災
地
へ
４
名
に
加
え
、
平
成
30
年

７
月
豪
雨
被
災
地
へ
１
名
の
合
計
65
名
を
派
遣
し
、
引
き
続
き
支
援
を
行
い
ま
す
。

被災市町村への職員派遣
オリンピック・パラリンピック開催に伴う職員派遣

■
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
職
員
派
遣

　

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
に
向
け
、
特
別
区

長
会
で
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
る
特
別
区
23
人
の
区

長
会
議
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、「
23
区
一
丸
と
な
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
盛
り
上
げ
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
巻
き
起
こ
し
て
、
青
少
年
の
夢
と

希
望
を
叶
え
る
取
り
組
み
を
、
都
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
く
」
旨
の
申
し
合
わ
せ
を

行
い
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
東
京
都
か
ら
要
請
を
受
け
、「
会
場
の
あ
る
区

な
い
区
に
か
か
わ
ら
ず
バ
ラ
ン
ス
良
く
派
遣
す
る
」
と
の
申
し
合
わ
せ
に
基
づ
き
、

大
会
組
織
委
員
会
等
へ
の
職
員
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
あ
と
１
年
と
な
る
今
年
度
は
、
合
計

２
２
３
名
を
派
遣
し
、
大
会
成
功
に
向
け
た
協
力
体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

（人）

派遣先自治体名
平成31年度

事務職 技術職 計

岩手県

宮古市 1 ― 1
大船渡市 1 1 2
釜石市 4 1 5
大槌町 5 ― 5
小計 11 2 13

宮城県

石巻市 4 5 9
気仙沼市 11 5 16
名取市 1 ― 1
岩沼市 2 ― 2

東松島市 ― 1 1
亘理町 1 1 2
山元町 1 1 2

南三陸町 2 1 3
小計 22 14 36

福島県

南相馬市 4 2 6
川俣町 1 ― 1
広野町 1 ― 1
楢葉町 ― ― ―
富岡町 1 ― 1
浪江町 2 ― 2
小計 9 2 11

合　計 42 18 60
※■の部分は福島県原子力被災12市町村に該当

東日本大震災

（人）

派遣先自治体名
平成31年度

事務職 技術職 計

熊本県
熊本市 1 ― 1
益城町 3 ― 3

合　計 4 ― 4

（人）

派遣先自治体名
平成31年度

事務職 技術職 計
愛媛県 西予市 1 ― 1

合　計 1 ― 1

熊本地震

平成30年7月豪雨

（人）

組織名
平成31年度

事務職 技術職 合計
組織委員会 162 50 212

東京都
財務局 1 1

オリパラ準備局 6 6
港湾局 2 2 4

合　計 170 53 223

オリンピック・パラリンピック

※人数は平成31年4月1日現在
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４
月
24
日
、
世
田
谷
区
・
荒
川
区
・

江
戸
川
区
が
厚
生
労
働
省
に
対
し
、
児

童
福
祉
法
に
基
づ
く
、「
児
童
相
談
所

設
置
市
」
と
し
て
政
令
指
定
す
る
こ
と

を
要
請
し
ま
し
た
。

　

本
年
中
に
は
、
３
区
を
「
児
童
相
談

所
設
置
市
」
に
指
定
す
る
政
令
が
公
布

さ
れ
る
予
定
で
す
。

※ 　

平
成
28
年
５
月
、
児
童
虐
待
に
つ

い
て
発
生
予
防
か
ら
自
立
支
援
ま
で

一
連
の
対
策
の
更
な
る
強
化
を
図
る

た
め
の
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
同
年
６
月

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

 　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
29
年
４

月
か
ら
、
政
令
で
定
め
る
特
別
区
が

児
童
相
談
所
を
設
置
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。（

特
別
区
長
会
事
務
局
）

「特別区全国連携プロジェクト」
の取り組みについて

　

特
別
区
長
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災

で
犠
牲
と
な
っ
た
方
の
鎮
魂
と
東
北
の

復
興
と
い
う
祭
り
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

昨
年
開
催
さ
れ
た
「
東
北
絆
ま
つ
り

２
０
１
８
盛
岡
」
に
引
き
続
き
、「
東

北
絆
ま
つ
り
２
０
１
９
福
島
」
へ
の
協

力
・
連
携
を
し
て
い
き
ま
す
。
23
区
の

庁
舎
内
で
の
チ
ラ
シ
の
配
布
、
ポ
ス

タ
ー
等
の
掲
示
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
を
行
う
な
ど
、
区
民
に
幅
広

く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
地
会
場
で
は
、
23
区
の
Ｐ

Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
特
別
区
の
魅
力

や
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。

東
北
絆
ま
つ
り
２
０
１
９
福
島  

概
要

日
時

　

令
和
元
年
６
月
１
日
（
土
）、

　
　
　
　
　
　
　

２
日
（
日
）

場
所

　

福
島
県
福
島
市
内

主
催

　

東
北
絆
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

主
な
内
容

● 

東
北
六
市
及
び
福
島
県
内
伝
統
芸
能

の
披
露
、
物
産
な
ど

● 

東
北
絆
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
、
祭
り
Ｐ

Ｒ
ス
テ
ー
ジ
な
ど

　

詳
し
く
は
、
東
北
絆
ま
つ
り
２
０
１ 

９
福
島
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

http://tohoku-kizunam
atsuri.jp/

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

　

特
別
区
長
会
と
連
携
協
力
協
定
を
締

結
し
た
群
馬
県
市
町
村
と
の
連
携
事
業

と
し
て
、
東
京
区
政
会
館
１
階
に
て
展

示
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
展
示
で
は
、
都
心
か
ら
日
帰
り

や
１
泊
で
気
軽
に
楽
し
め
る
群
馬
県
市

町
村
を
紹
介
し
ま
す
。
鉄
道
旅
、
温
泉

や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
群
馬
は
都

心
に
は
な
い
魅
力
で
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
群

馬
県
の
特
産
品
販
売
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
ま
す
。

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
群
馬
の
素
晴
ら
し
さ

を
発
見
し
、
群
馬
と
の
交
流
を
深
め
る

き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

◆
展
示
期
間

　

令
和
元
年
５
月
14
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　

６
月
20
日
（
木
）

◆
展
示
時
間

　

平
日　
　

９
時
〜
20
時
30
分

　

土
曜
日　

９
時
〜
17
時

　
（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
展
示
会
場

　

 

東
京
区
政
会
館
１
階

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

◆
観
覧
料

　

無
料

◆
関
連
イ
ベ
ン
ト

　

群
馬
県
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
５
月
29
日
（
水
）、

　
　
　
　
　
　
　

30
日
（
木
）

　

各
日
11
時
〜
15
時

　

※
売
切
れ
次
第
終
了
（
両
日
と
も
）

◆
関
連
イ
ベ
ン
ト
会
場

　

 

東
京
区
政
会
館
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
、
公
開
空
地

◆
主
催

　

 

特
別
区
長
会
、
公
益
財
団
法
人
特
別

区
協
議
会

◆
連
携
協
力

　

群
馬
県
市
長
会
、
群
馬
県
町
村
会

◆
後
援
（
予
定
）

　

東
京
都

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
）

特別区全国連携プロジェクト
「特別区全国連携プロジェクト」は、東
京を含む全国各地域がともに発展・成長
し、共存共栄を図ることを目的に、特別
区（東京23区）と全国の市町村が連
携・交流事業を行う取り組みとして、平
成26年９月に特別区長会が立ち上げた
プロジェクトです。

東京２３区が
全国各地域と
連携して進める
日本の元気づくり

渓谷号
（わたらせ渓谷鉄道株式会社）

草津温泉（草津町）

浅間山（長野原町）

「
東
北
絆
ま
つ
り
２
０
１
９

福
島
」
協
力
・
連
携
・
23

区
Ｐ
Ｒ
の
実
施

世
田
谷
区
・
荒
川
区
・
江

戸
川
区
が
「
児
童
相
談
所

設
置
市
」
の
政
令
指
定
を

要
請

令
和
元
年
度
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

第
１
回
全
国
連
携
展
示
（
群
馬
県
市
町
村
）

ぐ
ん
ま 

鉄
た
び 

湯
た
び 

歩
き
た
び
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平
成
31
年
２
月
15
日
開
催
の
第
１
回
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
議
会
の
同
意
を
経
て
、
４
月
１
日
付

で
教
育
長
及
び
２
名
の
委
員
が
新
た
に
就
任
し
ま
し

た
。
組
合
教
育
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

教
育
委
員
会
事
務
局
）

協
議
会
発
行
物
の
お
知
ら
せ

東
京
大
都
市
地
域
の
物
語
３

　「
東
京
23
区
　
再
生
の
い
し
ず
え
」

　

東
京
23
区
の
自
治
の
あ
ゆ
み
を
時
代
を
追
い
な

が
ら
た
ど
る
「
東
京
大
都
市
地
域
の
物
語
」
シ

リ
ー
ズ
。
本
シ
リ
ー
ズ
の
１
冊
目
「
東
京
23
区
の

な
り
た
ち
」、
２
冊
目
「
東
京
23
区
自
治
へ
の
た

た
か
い
」
に
続
き
、
こ
の
た
び
３
冊
目
と
な
る 

「
東
京
23
区　

再
生
の
い
し
ず
え
」を
発
行
し
ま
し
た
。

　

昭
和
27
年
、
区
側
の
必
死
の
抵
抗
の
甲
斐
な
く
、

区
長
公
選
制
の
廃
止
な
ど
大
幅
に
自
治
権
が
後
退
し

た
と
こ
ろ
か
ら
、「
東
京
23
区　

再
生
の
い
し
ず
え
」

の
物
語
は
始
ま
り
ま
す
。
都
の
内
部
的
な
団
体
と
さ

れ
た
特
別
区
は
、
東
京
大
都
市
地
域
へ
の
人
口
・
産

業
が
集
中
し
て
い
く
時
代
を
背
景
に
、
自
ら
の
自
治

権
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
理
論
を
構
築
し
、
運
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
さ
な
か
、
特
別
区
の
憲

法
上
の
性
格
が
争
わ
れ
た
法
廷
論
争
も
巻
き
起
こ
り
、

こ
の
運
動
を
更
に
後
押
し
し
ま
し
た
。

　

運
動
の
結
果
、
特
別
区
は
、
昭
和
39
年
に
復
権
運

動
の
第
一
歩
と
な
る
大
幅
な
事
務
権
能
の
拡
大
を
実

現
し
ま
し
た
。
本
書
は
ま
さ
に
特
別
区
の
基
礎
的
な

自
治
体
へ
の
復
権
に
つ
な
が
る
「
再
生
の
い
し
ず
え
」

と
な
る
物
語
で
す
。

　

そ
し
て
、
特
別
区
の
悲
願
で
あ
る
区
長
公
選
制
の

復
活
を
実
現
す
る
た
め
、
自
治
権
拡
充
運
動
を
展
開

し
て
い
く
物
語
は
、
今
後
発
行
予
定
の
４
冊
目
に
続

き
ま
す
。

　
「
東
京
23
区　

再
生
の
い
し
ず
え
」
は
、
特
別
区
自

治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
で
無
料
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
全
文
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

H
P　

https://w
w

w
.tokyo-23city.or.jp/chosa/

tokei/shodana/m
onogatari.htm

l

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

　

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
ど
な
た

で
も
自
由
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
専
門
図
書
館
で
す
。

23
区
が
発
行
す
る
行
政
資
料
、
地
方
自
治
に
関
す
る

図
書
を
中
心
に
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
館
内
サ
イ
ン
を
一
新
し
、
各
区
の
書

棚
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
見
や
す
い
よ
う
に
レ
イ
ア

ウ
ト
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
所
蔵
す
る
歴
史

的
な
資
料
を
よ
り
多
く
の
方
に
閲
覧
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
新
た

に
所
蔵
資
料
蔵

出
し
コ
ー
ナ
ー

と
古
地
図
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
拡

充
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

23区と地方自治の専門図書館

特別区自治情報・交流センター

職　　名 氏　　名 任　　期 備　　考

教 育 長 塩　澤　雄　一
自．平成31. 4. 1
至．令和 3. 3.31

葛 飾 区 教 育 長

教育長職務代理者 平　林　治　樹
自．平成30. 6.15
至．令和 2. 3.31

中 央 区 教 育 長

委 員 矢　下　　　薫
自．平成30. 4. 1
至．令和 4. 3.31

台 東 区 教 育 長

委 員 堀　　　恵　子
自．平成31. 4. 1
至．令和 5. 3.31

世田谷区教育長

委 員 河　口　　　浩
自．平成31. 4. 1
至．令和 3. 3.31

練 馬 区 教 育 長

委 員 橋　本　俊　雄
自．平成30. 5.16
至．令和 4. 5.15

江東区教育委員

平成31年３月発行（無料）

組
合
教
育
委
員
会
教
育
長

等
の
就
任
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特別区職員研修所からのご案内

７月の研修メニューを紹介します

ステップアップ研修
��「集客力を高めるチラシ・伝わる資料のつくり方」第２回

対象：主任以下の職員
内容：○事業・イベント等の企画におけるポイントについて学ぶ。
　　　○相手にわかりやすく伝えるための紙面構成やプレゼンテーション（説明）のポイントについて学ぶ。
　　　○チラシのデザイン・レイアウト、キャッチコピーなどのポイントについて学ぶ。

特別区職員向けのページです。

●トピックス研修 日時：7月30日（火）
9時～17時

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★印）

専門研修

戸籍実務（証明）① ７月下旬 戸籍証明事務を担当する職務経験１、２年程度の職員

滞納整理マネジメント ７月上旬 税金、保険料等各種収納金の滞納整理事務においてチームリーダー等を担う
職員

自治体債権の管理・回収（基礎） 7/8（月）・9（火） 債権の管理・回収業務を担当する職員

医師 7/16（火） 保健所・保健センター等に勤務する医師・保健師

中堅保健師 7/12（金）・23（火） 保健所・保健センター等に勤務する職務経験10年以上の保健師

公衆衛生行政 ７月下旬 保健所・保健センター等に勤務する職務経験１年程度の職員

子どもの発達障害① 7/31（水） 発達障害のある子どもへの支援に携わる職員

生活保護ケースワーカー①② ①7/10（水）・12（金）
②7/10（水）・16（火） 生活保護業務に携わる地区担当員

ステップアップ研修

思考力・論理構築力向上③ 7/12（金） 係長級以下の職員 ★主任の職員

対話による
ポジティブ・アプローチ③ 7/25（木）・26（金） 係長級以下の職員 ★主任の職員

説明力・交渉力強化③ 7/18（木）・19（金） 係長級以下の職員 ★�区民対応などの業務を円滑に行うため、分かりやすい
説明や交渉力を身に付けたい主任以下の職員

クレーム対応② 7/19（金） 係長級以下の職員 ★窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員

コミュニケーション
スキルアップ② 7/11（木） 全�職�員

★�区民や職場の同僚との良好な関係構築に向けた、コミュ
ニケーションスキルを身に付けたい採用２～６年目程
度の職員

協働型リーダーシップ② 7/23（火） 主任以下の職員
★�リーダーの役割や、上司・同僚・後輩との関わり方を
学ぶことで、職場のモチベーション向上や業務改善・
職場改善に貢献したいと考えている主任の職員

係長のためのマネジメント① 7/22（月）・8/5（月） 係長級の職員
★�タイムマネジメント、危機管理、目標管理、業務改善
などのマネジメントスキルを効率よく体系立てて学び
たい係長級の職員

サポート研修

地方公務員法② 7/31（水） １級職の職員 ★�地方公務員法の基本理念や仕事の法的根拠を意識して
職務を行いたい１級職の職員

地方自治法② 7/25（木） １級職の職員
★�法令・根拠にあたる仕事の進め方を身に付けたい、こ
れから地方自治法を意識して実務を行っていきたい１
級職の職員

※紙面の都合上、７月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部、８月に実施する研修を含む）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※�研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や申込
期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（http://www.tokyo23city.or.jp/kensyujo/index.html）もご覧ください。
� （特別区職員研修所）
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首都大学東京オープンユニバーシティ
飯田橋キャンパスより
6月開講講座のご案内です！！

●東京の田園都市と分譲地 【講座コード：1911T016】

●地球温暖化とはどんな問題か 【講座コード：1911G005】
　　気候システムの自然科学として、人類社会の課題として

　1932年、東京市の大合併が実施され、郡部の町村

が東京市となり、今日の東京都の区部が誕生しました。

1920年代後半から1930年代にかけて、東京の郊外で

は郊外電車が新設され、沿線の都市化が開始されました。

東京の郊外は、無秩序に宅地化した場所と計画的に開発

された良好住宅地が斑模様に混在しています。

　1920年代から1940年代に焦点を当て、東京におけ

る郊外の良好住宅地の形成の経緯と特色を明らかにしま

す。

　ここでいう「地球温暖化」とは、単純に地球の温度が

上がることではなく、二酸化炭素をはじめとする「温室

効果気体」の増加によって起こる、世界平均気温の上昇

を特徴とする複雑な構造をもつ気候の変化です。これは

人間社会に悪影響をおよぼしうるので、世界の人間社会

は、気候の変化に適応することとともに、温室効果気体

の排出を減らすことをせまられています。この講座では、

物理法則に基づいた地球温暖化のしくみの基礎知識と、

地球温暖化をめぐる科学と政策のかかわりについて講師

の考えをお話しします。

講　師：越澤　明（こしざわ　あきら）
　　　　北海道大学名誉教授
日　程：6/21、6/28　金曜2回
時　間：18：00～19：30
受講料：5,000円
場　所：飯田橋キャンパス（東京区政会館３階）

講　師：増田　耕一（ますだ　こういち）
　　　　首都大学東京客員教授
日　程：6/12～7/10　水曜4回
時　間：18：30～20：00
受講料：10,000円 
場　所：飯田橋キャンパス（東京区政会館３階）

※特別区職員互助組合員の方はお申込みの際、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
首都大学東京オープンユニバーシティ事務室　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/
Tel.�03－3288－1050（平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

＊講座の概要については、首都大学東京オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。�（特別区協議会事業部）
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東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
は
、

東
京
23
区
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
中

間
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
所
管
す
る

施
設
に
は
、
清
掃
工
場
を
は
じ
め
、
不

燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
、
粗
大
ご
み
破

砕
処
理
施
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
23
区
の
衛
生
環
境
を
か
げ

な
が
ら
支
え
て
い
る
、
こ
れ
ら
の
中
間

処
理
施
設
の
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
中
間
処
理
と
は

　

中
間
処
理
と
は
、「
廃
棄
物
を
減
量
・

減
容
化
、
安
定
化
、
無
害
化
、
資
源
化

す
る
こ
と
」
を
指
し
ま
す
。
清
掃
一
組

で
は
、
可
燃
ご
み
を
焼
却
し
、
不
燃
ご

み
・
粗
大
ご
み
を
細
か
く
破
砕
す
る
こ

と
で
、
こ
の
中
間
処
理
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
９
年
に
江
戸
川
清
掃
工
場
が
し

ゅ
ん
工
し
、
東
京
23
区
の
ご
み
は
全
量

中
間
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
一
部
の
可
燃
ご
み
を
そ

の
ま
ま
埋
め
立
て
て
い
た
た
め
、
埋
立

処
分
場
で
は
悪
臭
や
害
虫
が
発
生
し
て

い
ま
し
た
。

　

ご
み
は
焼
却
す
る
こ
と
で
、
ば
い
菌
や

害
虫
、
に
お
い
の
発
生
な
ど
を
防
ぎ
、
衛

生
的
な
環
境
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
焼
却
し
て
灰
に
す
る
と
、
体
積

は
元
の
ご
み
の
約
20
分
の
１
に
な
り
ま

す
。
全
量
中
間
処
理
の
達
成
に
よ
り
、

最
終
処
分
量
が
減
り
、
限
り
あ
る
埋
立

処
分
場
の
寿
命
が
大
き
く
延
び
ま
し
た
。

◆
清
掃
工
場

①
清
掃
工
場
の
役
割

　

清
掃
工
場
は
、
平
成
31
年
４
月
１
日

現
在
、
23
区
内
で
19
工
場
稼
働
し
て
い

ま
す
。
清
掃
工
場
は
、
全
て
の
区
に
あ

る
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
23
区
が
共
同
で
設
置
し
た
清
掃
一

組
が
、
管
理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

「
一
部
事
務
組
合
」
と
は
、
区
市
町

村
等
が
行
う
事
務
の
一
部
を
、
複
数
の

区
市
町
村
等
が
共
同
で
行
う
目
的
で
設

立
す
る
団
体
を
い
い
ま
す
。
清
掃
一
組

は
、
23
区
と
同
じ
「
特
別
地
方
公
共
団

体
」
で
、
働
い
て
い
る
職
員
も
同
じ
地

方
公
務
員
で
す
。

　

清
掃
工
場
で
は
、
主
に
一
般
家
庭
か

ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
を
焼
却
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ

る
一
般
廃
棄
物
も
焼
却
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
約
２
７
１
万
ト
ン

の
可
燃
ご
み
等
が
清
掃
工
場
に
搬
入
さ

れ
焼
却
処
理
さ
れ
ま
し
た
。
清
掃
工
場

で
は
、
ご
み
を
安
全
か
つ
安
定
的
に
焼

却
処
理
し
、
ご
み
の
減
容
化
と
衛
生
的

な
生
活
環
境
の
維
持
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。

②
清
掃
工
場
の
仕
組
み

　

清
掃
工
場
で
は
、
単
に
ご
み
を
焼
却

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周

辺
環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め

つ
つ
、
確
実
に
ご
み
を
処
理
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
を
焼
却
す
る
と
、
そ
の
過
程
で

様
々
な
有
害
物
質
が
発
生
し
ま
す
が
、

清
掃
一
組
で
は
万
全
の
環
境
対
策
を
施

し
て
い
ま
す
。
焼
却
炉
は
８
０
０
℃
〜

１
０
０
０
℃
程
度
に
な
る
よ
う
に
制
御

さ
れ
て
お
り
、
高
温
で
燃
や
す
こ
と
で

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を
抑
え
ま

す
。
排
ガ
ス
は
、
ろ
過
式
集
じ
ん
器
や

触
媒
反
応
塔
な
ど
い
く
つ
も
の
公
害
防

止
設
備
で
有
害
物
質
を
取
り
除
い
て
か

ら
大
気
に
放
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
排

ガ
ス
等
の
処
理
時
に
発
生
し
た
汚
水
に

つ
い
て
も
、
下
水
排
除
基
準
を
満
た
す

よ
う
に
処
理
し
て
か
ら
下
水
道
に
放
流

し
て
い
ま
す
。

　

排
ガ
ス
や
排
水
の
環
境
測
定
結
果
に

つ
い
て
は
、
清
掃
一
組
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
各
清
掃
工
場
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
を
焼
却
処
理
し
た
際
に
発
生
す

る
灰
の
多
く
は
、
東
京
湾
に
あ
る
埋
立

処
分
場
に
埋
め
立
て
ら
れ
ま
す
。
清
掃

一
組
で
は
さ
ら
な
る
最
終
処
分
量
の
削

減
の
た
め
、
焼
却
灰
の
一
部
を
セ
メ
ン

ト
の
原
料
と
し
て
資
源
化
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ご
み
を
焼
却
し
た
時
に
発
生

す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
、
発

電
や
近
隣
公
共
施
設
等
へ
の
熱
供
給
を

行
っ
て
い
ま
す
。つ
く
ら
れ
た
電
気
は
、

清
掃
工
場
を
稼
働
す
る
た
め
に
施
設
内

で
利
用
し
て
、
電
力
購
入
量
や
燃
料
費

を
削
減
す
る
と
と
も
に
、
余
っ
た
電
気

は
電
気
事
業
者
に
売
却
し
て
い
ま
す
。

中間処理ってなに？

埋立処分場の様子
（昭和40年頃）
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◆
不
燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー

　

不
燃
ご
み
を
中
間
処
理
す
る
施
設

は
、
23
区
内
に
２
か
所
あ
り
ま
す
。
中

央
防
波
堤
内
側
埋
立
地
と
、
大
田
区
の

京
浜
島
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

不
燃
ご
み
は
、
効
率
的
に
埋
め
立
て

る
た
め
、
細
か
く
砕
い
て
容
積
を
小
さ

く
し
ま
す
。
そ
の
際
、
鉄
・
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
を
磁
力
等
に
よ
っ
て
回
収
し
、
資

源
と
し
て
売
却
し
て
い
ま
す
。

　

区
に
よ
っ
て
は
、
資
源
化
施
設
に
て

資
源
物
を
選
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
手
間

や
お
金
は
か
か
り
ま
す
が
、
ご
み
量
が

減
り
、
最
終
処
分
量
の
削
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

◆
粗
大
ご
み
破
砕
処
理
施
設

　

粗
大
ご
み
を
中
間
処
理
す
る
施
設

は
、
23
区
内
に
１
か
所
の
み
で
あ
り
、

中
央
防
波
堤
内
側
埋
立
地
に
所
在
し
て

い
ま
す
。

　

粗
大
ご
み
は
、
木
製
家
具
な
ど
の
大

部
分
が
燃
え
る
素
材
で
で
き
て
い
る
も

の
と
、
自
転
車
や
パ
イ
プ
椅
子
の
よ
う

に
、
大
部
分
が
燃
え
な
い
素
材
で
で
き

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

可
燃
系
の
粗
大
ご
み
と
不
燃
系
の
粗
大

ご
み
を
分
け
る
と
こ
ろ
か
ら
処
理
は
始

ま
り
ま
す
。
こ
の
選
別
作
業
は
手
作
業

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

選
別
し
た
粗
大
ご
み
は
、
大
き
な
ハ

ン
マ
ー
の
つ
い
た
装
置
（
破
砕
機
）
で

細
か
く
砕
か
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
ご
み

の
中
に
含
ま
れ
る
鉄
を
、
磁
石
の
力
を

用
い
て
回
収
し
ま
す
。
回
収
さ
れ
た
鉄

は
資
源
と
し
て
売
却
し
て
い
ま
す
。

　

細
か
く
破
砕
さ
れ
た
粗
大
ご
み
の
う

ち
、
焼
却
で
き
る
も
の
は
清
掃
工
場
に

運
搬
し
て
焼
却
し
、
焼
却
に
適
さ
な
い

も
の
は
埋
め
立
て
処
分
し
ま
す
。

　

区
に
よ
っ
て
は
、
粗
大
ご
み
の
中
で

ま
だ
使
え
そ
う
な
も
の
を
区
民
へ
提
供

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
再
利

用
す
る
粗
大
ご
み
は
、
廉
価
ま
た
は
無

料
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
意
外
な
掘

り
出
し
物
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
清
掃
事
務
所

や
区
の
清
掃
主
管
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
分
別
っ
て
必
要
な
の
？

　

中
間
処
理
の
過
程
で
資
源
を
回
収
す

る
な
ら
、
分
別
せ
ず
ご
み
に
出
し
て
も

い
い
の
で
は
と
思
う
方
が
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
選
別
機
を
用
い

て
回
収
で
き
る
鉄
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

は
、
実
際
に
不
燃
・
粗
大
ご
み
に
含
ま

れ
て
い
る
金
属
量
の
ほ
ん
の
一
部
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
資
源
と
な
る
飲
食
用
の
缶

や
小
型
家
電
な
ど
は
、ご
み
で
は
な
く
、

き
ち
ん
と
分
別
し
て
資
源
回
収
に
出
す

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
正
し
く
ご
み
を
分

別
し
排
出
す
る
こ
と
は
清
掃
工
場
の
安

定
的
な
稼
働
に
重
要
で
す
。
清
掃
工
場

に
不
燃
ご
み
や
粗
大
ご
み
が
入
っ
て
し

ま
う
と
、
設
備
内
で
詰
ま
っ
た
り
、
絡

み
つ
い
た
り
し
て
、
機
器
の
動
作
不
良

や
焼
却
炉
の
停
止
を
招
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
清
掃
工
場
が
止
ま
っ
て
し
ま
う

と
、
復
旧
に
多
く
の
時
間
と
費
用
が
か

か
る
だ
け
で
な
く
、
ご
み
の
収
集
運
搬

に
大
き
な
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
３
つ
の
Ｒ
を
実
践
し
よ
う
！

　

ご
み
減
量
に
は
、「
３
つ
の
Ｒ
」
の

実
践
が
効
果
的
で
す
。

①
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　

ご
み
に
な
る
も
の
を
「
減
ら
す
」
こ

と
が
、
最
も
効
果
的
で
す
。
ご
み
に
な

り
そ
う
な
も
の
、
例
え
ば
、
レ
ジ
袋
や

余
分
な
包
装
、
食
べ
残
し
な
ど
を
減
ら

し
て
い
く
こ
と
が
、
ご
み
を
減
ら
す
最

も
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
す
。

②
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
ユ
ー
ス
）

　

ご
み
に
な
ら
な
い
よ
う
、「
捨
て
ず

に
ま
た
使
う
」
こ
と
は
、
ご
み
を
減
ら

す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク

ル
を
す
る
に
は
、
運
搬
や
再
加
工
な
ど

で
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
別
の
資
源
を

消
費
し
ま
す
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
利
用
す
る
、

詰
め
替
え
の
商
品
を
選
ぶ
な
ど
、
で
き

る
範
囲
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

③
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

そ
れ
で
も
出
て
し
ま
っ
た
ご
み
は
、

き
ち
ん
と
分
別
し
て
、「
資
源
と
し
て

再
利
用
」
し
ま
し
ょ
う
。
分
別
せ
ず
に

捨
て
れ
ば
ご
み
と
な
り
、
処
分
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
新
し
い
製
品
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
皆
さ
ま
の
協
力
が
必
要
で
す
！

　

中
間
処
理
を
安
全
に
、
安
定
的
に
行

う
た
め
に
、
私
た
ち
清
掃
一
組
は
常
に

努
力
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
区
民
の

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
を
持
っ
て

正
し
い
分
別
を
す
る
こ
と
が
、
清
掃
工

場
の
安
定
的
な
稼
働
に
最
も
重
要
で

す
。

　

分
別
も
リ
サ
イ
ク
ル
も
、
各
ご
家
庭

で
行
う
必
要
が
あ
る
も
の
で
す
。
一
人

ひ
と
り
の
行
動
に
よ
り
、
23
区
全
体
の

ご
み
が
減
っ
た
り
、
資
源
を
再
び
利
用

し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一

方
で
、「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
だ

ろ
う
」
と
何
気
な
く
出
し
た
も
の
が
、

清
掃
工
場
の
設
備
故
障
や
停
止
の
原
因

に
な
り
、
各
区
の
収
集
運
搬
作
業
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
清
掃
工
場
は
23
区
の

生
活
環
境
を
衛
生
的
に
保
つ
た
め
に
欠

か
せ
な
い
施
設
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
の
記
事
に
よ
り
、
少
し
で
も
中

間
処
理
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
ま
た
、

清
掃
一
組
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
部
総
務
課
）清掃工場のお兄さん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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平成３０年度ＴＣＫ開催成績（総括）について
★平成30年度は全99日間の開催
　平成30年度のＴＣＫ（東京シティ競
馬）は、平成30年4月16日（月）から平
成31年3月22日（金）までの間に、合計 
99日間の開催を行いました。このうち、
夜間開催は74日間、昼間開催は22日
間、年末開催は3日間でした。
★売得金額・利用者数が大幅増
　総売得金額は134,990,933,050円と
なり、18年ぶりに年間1,300億円を超
えることができました。総利用者数は
14,256,520人でした。
　また、1日平均では、売得金額は
1,363,544,780円で前年度比104.44％、
利 用 者 数 は144,005人で 前 年 度 比
104.88%となりました。
★的場文男騎手地方競馬
　最多勝利記録7,152勝を達成
　ＴＣＫ所属の的場文男騎手が、8月
12日（日）大井競馬第5競走において
勝利。1973年のデビューから地方競
馬通算の勝利数を7,152勝とし、佐々
木竹見元騎手が持つ日本記録7,151勝
を17年ぶりに更新しました。これを記
念して8月28日（火）に実施した「的場
ＤＡＹ」イベントでは、的場騎手の騎
手服をあしらったＴシャツを着た多くの
ファンと関係者が、一体となって記録
達成をお祝いしました。
★「TOKYO MEGA ILLUMINATION」
　グランドオープン
　平成30年10月7日（日）、大井競馬 
場内に関東最大級のイルミ―ション

「TOKYO MEGA ILLUMINATION」
がグランドオープンしました。点灯式
には、東京23区長・議長をはじめ、
小池東京都知事やＴＣＫイメージキャ
ラクターが来場し、盛大なオープニン
グで幕を開けました。
★地方競馬の売上レコード更新
　平成30年12月29日（土）、第64回東
京大賞典競走（GⅠ）当日に、地方競馬
1レースの売上レコード4,632,404,400
円を記録しました。また、東京大賞典競
走当日（12/29）の売上7,943,894,850円も
地方競馬1日の売上レコードとなりまし
た。さらに、第16回開催（12/25～27、
12/29～31）の合計売上17,745,135,560
円は、27年ぶりに地方競馬1開催の売
上レコードを更新しました。

★新年度の取組
　新元号のスタートとなる令和元年
は、いよいよ来年に迫った東京オリン
ピックや本年9月に行われるラグビー
ワールドカップ日本大会を見据え、競
馬とイルミネーションが融合した東京
の夜のエンターテインメントスポットと
してのＴＣＫの魅力を国内外に積極的
に発信していきます。
　キャッチフレーズは「夜遊び方改
革」。働き方改革が進む昨今、ＴＣＫ
は平日の「夜遊び方」にも改革を提案
します。いつものデートや飲み会に、
トゥインクルレースの興奮をプラスする
ことで、夜遊びが全く新しい体験へと
変わるという想いが込められています。
　また、イメージキャラクターには新た

に、ドラマや映画、舞台などで大人気
の俳優「中村倫也さん」「賀来賢人さん」

「大谷亮平さん」の3名を起用していま
す。3名には同じ会社で働くサラリーマ
ンに扮していただき、平日の仕事帰り
に気軽に楽しめるＴＣＫの様々な魅力
をＴＶＣＭを中心に発信します。
　そのほか、大規模集客イベントや日
本初の本馬場ＬＥＤ走路照明による演
出の実施など、新しい事業にも積極的
に取り組んでまいります。
　このような施策によって、ＴＣＫブラ
ンドの認知を拡大し、大井競馬場・場
外発売所来場者及び在宅投票利用者
を更に増加させ、大井競馬の継続的
な発展と23区への安定的な財政貢献
を果たしてまいります。

（特別区競馬組合経営企画課）平成30年度　発売所区別売得金額
区　分 売得金額 占有率 1日平均 対前年度比

大 井 本 場 11,889,266,200円 8.8% 120,093,600円 92.12%
在 宅 投 票 88,804,987,150円 65.8% 897,020,070円 109.48%
Ｓ Ｐ Ａ Ｔ ４ 54,305,502,450円 40.2% 548,540,430円 112.53%
ＪＲＡネット投票 17,934,774,700円 13.3% 358,695,500円 113.45%
楽 天 16,564,710,000円 12.3% 167,320,300円 107.37%

場 外 発 売 所 34,296,679,700円 25.4% 346,431,100円 97.33%
都 内 専 用 場 外 7,992,983,700円 5.9% 80,737,200円 95.35%
オフト後楽園 6,028,031,400円 4.4% 60,889,200円 97.86%
オ フ ト 汐 留 1,439,343,800円 1.1% 14,538,800円 87.00%
オフト京王閣 525,608,500円 0.4% 5,309,200円 92.39%

都 外 専 用 場 外 3,762,331,900円 2.8% 38,003,400円 94.13%
南関東相互場外 9,775,485,900円 7.2% 98,742,300円 94.70%
浦 和 場 外 2,588,074,000円 1.9% 26,142,200円 86.87%
船 橋 場 外 3,083,134,700円 2.3% 31,142,800円 98.76%
川 崎 場 外 4,104,277,200円 3.0% 41,457,300円 97.22%

広 域 場 外 12,765,878,200円 9.5% 128,948,300円 101.86%
合 　 計 134,990,933,050円 100.0% 1,363,544,780円 104.44%

平成30年度　発売所区別利用人員
区　分 利用人員 占有率 １日平均 対前年度比 1人当たり購買金額 対前年度比

大 井 本 場 612,141人 4.3% 6,183人 96.43% 19,400円 95.57%
在 宅 投 票 9,493,495人 66.6% 95,894人 108.98% 9,350円 100.43%
Ｓ Ｐ Ａ Ｔ ４ 4,957,631人 34.8% 50,077人 110.40% 10,950円 101.86%
ＪＲＡネット投票 2,895,017人 20.3% 57,900人 117.57% 6,200円 96.88%
楽 天 1,640,847人 11.5% 16,574人 108.91% 10,100円 99.02%

場 外 発 売 所 4,150,884人 29.1% 41,928人 97.72% 8,300円 100.00%
都 内 専 用 場 外 634,841人 4.5% 6,413人 108.71% 12,600円 87.50%
オフト後楽園 480,809人 3.4% 4,857人 115.37% 12,500円 84.46%
オ フ ト 汐 留 118,069人 0.8% 1,193人 92.34% 12,200円 94.57%
オフト京王閣 35,963人 0.3% 363人 91.44% 14,600円 100.69%

都 外 専 用 場 外 421,016人 3.0% 4,253人 96.79% 8,900円 96.74%
南関東相互場外 849,613人 5.9% 8,582人 93.59% 11,500円 100.88%
浦 和 場 外 216,529人 1.5% 2,187人 97.59% 12,000円 89.55%
船 橋 場 外 258,573人 1.8% 2,612人 92.79% 11,900円 106.25%
川 崎 場 外 374,511人 2.6% 3,783人 91.95% 11,000円 105.77%

広 域 場 外 2,245,414人 15.7% 22,681人 96.76% 5,700円 105.56%
合 　 計 14,256,520人 100.0% 144,005人 104.88% 9,470円 99.58%
※発売日数は、ＪＲＡネット投票が50日、それ以外は99日。
※�都外専用場外は、オフトひたちなか・大郷・伊勢崎・新潟、オープス中郷・磐梯、ニュートラックかみのやま・松山・福島、益田の合計。

	 開 催成績	 （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数
１　日　平　均 前年度同時期対比（１日平均）

売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額
19 3/4～8 5,349,449,450円 492,132人 1,069,889,890円 98,426人 10,870円 110.4% 102.8% 107.4%
20 3/18～22 5,847,298,940円 615,627人 1,169,459,790円 123,125人 9,500円 120.7% 112.9% 106.9%
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●無料バスのご案内
①大井町線（京急・東急バス）
　往路：JR大井町駅（中央口東・7番停留所）
　復路：正門3番乗り場より運行
②大森線（京急バス）★TCK開催中のみ運行
　往路：JR大森駅（東口・C7番停留所）京急大森海岸駅経由
　復路：正門2番乗り場より運行
③錦糸町線（はとバス）　★トゥインクルレース開催及び年末開催中のみ運行
　往路：JR錦糸町駅（南口） 復路：北門横バス乗り場より運行
●復路のみの無料バスのご案内
①品川駅経由目黒線（都バス・品93系統路線バス）
　復路：正門1番乗り場より運行
②JR品川駅直行バス（都バス）★トゥインクルレース開催及び年末開催中のみ運行
　復路：正門1番乗り場より運行

●その他の交通機関のご案内（有料）
　東京モノレール「大井競馬場前」駅
　下車、徒歩2分
　京浜急行「立会川」駅（急行停車）
　下車、徒歩12分

■駐車場のご案内
　第1駐車場1,471台
　料金：1日1台につき車1,000円、
　オートバイ200円 ※第2、3駐車場
　は混雑時のみ営業します。

■交通のご案内
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6月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

東京ダービー（SⅠ）
●6月5日（水）
●2,000m
東京大賞典と並んで、
TCK重賞で最も長い歴
史を誇る伝統のレースで
す。羽田盃に続く南関東
３歳クラシック三冠レー

スの第二関門として、南関東屈指の若駒たちがしのぎを削
ります。実力だけでなく運も要求されるこのレース。これ
までTCKリーディングを21回獲得している大井の帝王こ
と的場文男騎手が過去37回の騎乗でいまだ未勝利に終
わっており、悲願の初優勝に期待がかかります。

優駿スプリント（SⅡ）
●6月25日（火）
●1,200m
３歳限定のスプリント重
賞として2011年に新
設。古馬の短距離路線の
充実により、早い段階か
ら短距離のスペシャリス

トを目指す若駒たちの新しい目標となるレース。若さとス
ピードあふれる熱い戦いに注目です。

帝王賞（JpnⅠ）
●6月26日（水）
●2,000m
ダート部門の実力馬た
ちが全国各地から集う
上半期のグランプリ
レース。ダートグレー
ド制となった1997年

以降は、JRA所属馬が14勝、地方所属馬が8勝と、数
あるダートJpnⅠの中で最も地方所属馬が活躍している
レースといえます。

1 2 3 4 5 6 7 8 9
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

7月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

ジャパンダートダービー（JpnⅠ）
●7月10日（水）
●2,000m
羽田盃、東京ダービーと続いた南関東３歳クラシッ
ク三冠レースの最終関門です。地方・JRA共にトッ
プクラスの３歳馬が結集する「砂のダービー」は、
これまでにトーシンブリザード、カネヒキリ、フリ
オーソ、サクセスブロッケンなど数多くの名馬を送
り出しました。近年は早い時期からダートの頂点を
目指すJRA所属馬も多く、大きな注目が集まるレー
スです。

サンタアニタトロフィー（SⅢ）
●7月31日（水）
●1,600m
TCKと米国・サンタアニタ競馬場の友好交流提携を
結んだことを機に創設されました。春シーズンに成
長した上昇馬が実績馬に挑戦する真夏のレースは、
秋から年末へと続く重賞戦線へ向け、南関東所属馬
の力関係を図る絶好の機会です。
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